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佐藤靖泰  SATO Yasuhiro
宮城県内小学校教諭、主幹教諭、宮城県総合教育センター主幹(指導主事)、宮城県教育庁義務教育課主幹(指導主事)を経て

フューチャーインスティテュート株式会社で現職

・文部科学省 学校DX戦略アドバイザー　　・デジタル庁 デジタル推進委員
・仙台白百合学園 学校改革アドバイザー　・仙台市GIGAスクール構想推進訪問研修(のべ130校) 講師
・塩竈市教育委員会ICT教育推進・端末活用研修会(全11校)  講師　ほか

兼業　2012.04- 現在
　　　  2024.04- 現在
　　　  2024.08- 現在　

　　　  2021.10- 2023.03

その他　教育情報化コーディネータ２級　　日本教育メディア学会（JAEMS）会員　　
　　　平成25年度宮城県・平成26年度文部科学大臣優秀教員表彰

2025/7/6

東北学院大学 非常勤講師 「教育の方法と技術」　「ICT活用の理論と実践」

日本大学工学部 非常勤講師 「教育方法・ICT活用論」

L&C on Edu 代表(個人事業主)
　内閣府・JST 戦略的イノベーション創造プログラム（ SIP）第３期
　「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」
　　〜デジタルツインを用いた個別最適な学び方・働き方の実現〜  実証アドバイザー

東北大学大学院情報科学研究科 客員研究員
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今日はこ
れ！
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低学年でも！　２年国語「かさこじぞう」　 東京書籍  新しい国語二下  p.78-95

2025/7/6

「おもしろいと思ったところをノートに書こう」

・わからない言葉に黄ラインを引き、意味調べ。意味はメモ機
能で記述。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２時間扱い

「時、場所、人物がしているところに赤ラインを引こう」

・個人で赤ラインを引けたことを確認してから、全体で共有。
・赤ライン部分をもとに、初めと終わりで「かわったところ」
　　　　　　　　　　　　　「かわらないところ」についてベン図で分類。　　３時間扱い

登場人物（じいさま）の人
柄の読み取り。赤ライン
をもとに。

　１時間扱い

登場人物（ばあさま）の人
柄の読み取り。赤ライン
をもとに。

　１時間扱い

並行読書
　（他の昔話）

１時間扱い

　選んだ昔話のおもしろさについて整理する

２時間扱い

2つの昔話を
比較して感想
を書く
１時間扱い
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６年国語「春に」　谷川俊太郎　 東京書籍  新編 新しい国語六  p.256-265

2025/7/6

学習活動 ： 「春に」を読み、詩に込められた思いを捉え、感じたことを友達と伝え合う。

仙台白百合学園小学校
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６年国語「春に」　谷川俊太郎　 東京書籍  新編 新しい国語六  p.256-265

2025/7/6

思考・判断・表現 ： 「読むこと」において、文章と詩を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げている。

仙台白百合学園小学校
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４年国語「文章を要約しよう」　 特設単元　文章を読み解き、要旨をつかむスキル

2025/7/6

自分は文章のどこに着目したのかをBookRollに記録し、それを根拠に要約する(アナログWSに書く)。
その後、 BookRollの記録を非同期的に共有、互いに参照しつつ再考し要約を再構築。それぞれ個別に文章に正対する。

仙台白百合学園小学校
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４年算数「直方体と立方体」　 発展単元　性質を深掘りし共通点を見出す

2025/7/6

仙台白百合学園小学校
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マーキング機能をテキストに対してではなく図形の注目すべき点(立体上の面や辺)に活用。
自分の考えを明確にするために使ったり、わからない部分を一時的に示しておいたりするような使い方。
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６年理科「てこのはたらき」　 東京書籍  新編 新しい理科６  p.120-135

2025/7/6

学習活動 ：ログパレの結果をもとに「てこ」についての重要語句を確認したり、友達の考えに触れたりする。
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岩沼市立岩沼小学校
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６年理科「てこのはたらき」　 東京書籍  新編 新しい理科６  p.120-135

2025/7/6

思考・判断・表現 ： 「てこ」について得た知識をまとめたり、伝えたりすることができている。
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岩沼市立岩沼小学校
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６年国語「テキストの分析をしよう」  特設単元　情報を読み取る際の留意点や活用することの良さ

2025/7/6

岩沼市立岩沼小学校
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ログパレによるマーカーデータとテキストマイニングデータから分析できることを話し合う。
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これまでの教師対象インタビューから見えた「４つの視点と５つの可能性」

• 授業設計

• 教材研究

• 授業中の対処

• 児童理解

2025/7/6

LEAFシステムを活用することで、児童の実態にもとづき授業展開や単元構成を調整することができる可能性

LEAFシステムの活用を前提に教材研究を行うことが、今まで以上に教師の意図に即して既存の教材を仕立て
直すことにつながる可能性

児童のオンタイムな実態に応じて授業の展開を即時的に変化させ、児童の疑問や願いに沿った授業を展開する
ために学習ツールや発問等を変化させることができるようになる可能性

児童の着目点をみとった時、普段の教科の得手不得手の傾向の印象と合わせると、実態がより浮き彫りになる
可能性

児童の実態を多面的に把握する手段が増えることで、教師の勘や印象で捉えていた事柄を客観的に裏付けるこ
とができる可能性
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